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相良南小たより 児童数：２０１ PTA会員世帯数：１４７

校訓：やさしく かしこく たくましく 電話番号:３５－０００９ (H29･9･20 第4号)

相良南小学校の教育目標
ふるさと相良を愛し 心豊かに たくましく生き抜く力を持つ子どもの育成

～３つの力『あいさつ・えがお・へんじ「はいつ」』の定着を礎として～

相良南小学校とは、こんな学校です

１ 本校は、命を大切にする心を育む学校です。
２ 本校は、学力及び体力向上に取り組む学校です。
３ 本校は、歯等の要受診者の「受診率１００％」に取り組む学校です。
４ 本校は、「学校版環境ＩＳＯ（エコスクール）」を推進する学校です。
５ 本校は、家庭生活リズムづくりを推進する学校です。

学校では、９月１日（金）始業式を行いましたが、全員元気に登校してくれたこ
とをみんなで喜んだところです。３日から通常授業に入りましたが、４２日間の夏
休みを終えた子どもたちは、一人一人の身体も大きくなり、たくましさを感じた次
第です。ご家族のみな様、４２日間お疲れ様でした。
さて、２学期の授業日数は、７０日（１年生：６９日）でしたが、７０日間の教

育活動を無事に終了することができました。１年生も学校生活に慣れ、小学生とし
ての行動がとれており、順調に成長してくれています。本校教育活動への保護者の
みな様のご理解とご協力に感謝いたします。２学期の１０月１日（日）に運動会を
予定していますが、最大の行事でもあり、ご協力をよろしくお願いいたします。

さて、カレンダーでは、２３日が「大暑」と書いてありますが、辞書には、
「厳しい暑さ」と書いてあります。今年の夏も「暑さ」とのたたかいとなりますが、
みな様におかれましては、身体には十分お気をつけられますように。

学校の使命「学力・体力」を育む取組

『本校は、学力及び体力向上に取り組む学校です』
１学期の授業日は、７０日間でしたが、子どもたちの努力により、着実に学ぶ力

をつけていると思います。「音読・漢字・計算（九九算含む）」は、学習の土台とな
るものです。本校では、このことはしっかりと取り組んできました。夏休みも継続
して取り組んで欲しいと思います。
本年度、本校は、熊本県教育委員会から、「体力向上推進実践校」の指定を受け、

子どもたちの体力向上に努めてきました。本格的には、２学期からの取組となりま
すが、本指定の成果は、１１月頃行う２回目の体力テストでわかると思います。
さて、夏休みまでに、担任から「夏の宿題」が配られると思いますが、今年特に

お願いしたいのが、『宿題＋１（ワン：自分で見つけたことに・やりたいことに挑
戦する）』です。挑戦する内容は、何でもいいのですが、何か興味のあることを、「続
けてやってみる」ことが大切なのです。夏休みは、それができるのです。何か親子
で取り組んでみませんか。夏休みにしかできないことを。
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絶対に防ごう、川・海での事故・交通事故（自転車・飛び出し）

家庭生活リズムづくり：夏休み編

本校は、家庭生活リズムづくりを推進する学校です。
昨年から、学力・体力に大きな影響を及ぼす「睡眠」の重要性について、本便り

でお知らせしてきました。特に夏休みは、家庭生活リズムが大切になってきます。
普段の生活とは違い、自分でしなければならないことが増えるからです。リズムづ
くりの絶好の機会と捉えていただき、親子で充実した夏休みにしましょう。

【親子で取り組む生活リズムづくり】

～同じことを繰り返すことで、「習慣づけ」ができます～
キーワードは、「継続（けいぞく）」です。

○毎日、同じ時間帯に起きよう
カーテンを開ける→朝日を浴びる→顔を洗う

○毎日、同じ時間帯に朝食を摂ろう
○毎日、決まった時間帯に学習しよう
午前：音読・宿題(計画的に終えていく）
午後(昼)：体力つくり、何か決めたことに挑戦～観察しよう・調べよう
午後(夜)：読書中心（少し厚い本に挑戦を）～ゆっくり過ごしましょう

○毎日、決まった時間帯に寝よう（午後１０時前までに）

くまもとキッズウイーク 子どもの笑顔と元気をつくる取組

熊本県教育委員会では、県内の子どもたちが、たくましく心豊かな熊本の子ども
に育つよう、家庭・保育園・小学校・中学校等が連携して、基本的生活習慣の定着
等を目的として、教育・保育の充実に関わる取組が県内一斉に実施されます。
本県では、その取組期間を、「くまもとキッズウイーク」と呼び、９月１日から

９月１５日までの２週間の取組となります。何を取り組むかは、各中学校区（保育
園・小学校・中学校）で違います。村内では、「早寝・早起き・朝ごはん」の取組
になると思います。詳細は、２学期の取り組み開始頃、お知らせしますので、親子
で取り組んでいただければと思っています。

南小の「心の絆を深めるための取組」

６月は、県内一斉「心の絆を深める月間」でした。校長が最後のまとめとして、
『自分たちの学級は、自分自身と学級のみんなで作り上げていくものです。困って
いる友だちがいたら、「どうしたの」と声をかけられる人になろう。そして、みん
なが居心地のいい学級に作り上げていきましょうね』ということを話しました。
この期間には、各学級を中心に取組を行いましたが、その成果が現れたと感じた

ことがありました。それは、７月初旬に全児童を対象として行った「なかよしアン
ケート」です。その中に、学級をより良くしていこうということで、自分の困り事
や友だちのことをしっかり書く子が増えたということです。
各学級担任は、いじめと思われる訴えについては、解決に至るまでしっかりとし
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た指導をして、関係の保護者様には経緯を説明して納得していただいております。
学級をよりよくしていこうとする目と心が育ちつつある子が増えていることを感じ
たアンケートでした。お気づきの点がありましたら、すぐにご連絡ください。

南北小５年生合同
「水俣に学ぶ肥後っ子教室」・「集団宿泊教室」

「水俣に学ぶ肥後っ子教室７／４」
『「公害の原点」とされる水俣病は、国の戦後復興、高度経済成長を支える施策

により、国民生活が向上していく中で、発生、拡大し、自然環境の破壊や多くの方
々の尊い生命と健康を奪うなど、世界に類のない被害を引き起こした。
熊本県は、環境破壊や健康被害、悲惨な患者差別をはじめとする様々な人権侵害

を経験し、水俣病の教訓から、一度破壊された環境を取り戻すことの難しさや環境
や人権への配慮が、いかに大切であるかを学んだ。
「水俣に学ぶ肥後っ子教室」は、「環境立県くまもと」づくりの担い手である熊本
の子どもたちに、水俣病への正しい理解を図り、差別や偏見を許さない心情や態度
を育むとともに、環境や環境問題への関心を高め、環境保全や環境問題の解決に意
欲的に関わろうとする態度や能力を育成することを目的に実施する』ということが、
「水俣に学ぶ肥後っ子教室」指導資料に書いてあります。この教室には、県内の全
ての５年生が参加することになっています。
この目的のもと、南北小５年生合同で、７月４日に水俣市に行き、学習してきま

した。訪問した施設は、「熊本県環境センター・国立水俣病情報センター・水俣市
立水俣病資料館」です。見学の後、語り部の方から、直接お話を聞くことができま
した。子どもたちが学習したことはを、校内外に発信しなければなりませんので、
学習発表会（１１／１７）を中心にして発信したいと考えています。

「集団宿泊教室７／４～６」
今年は、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」終了後から、芦北青少年の家に移動し、４

日の夜から２泊３日で集団宿泊教室に行ってきました。天気が心配されましたが、
翌５日だけが天気に恵まれ、本教室のメインとなる活動を全て実施することができ
ました。寝食を共にして、より絆を深めた５年生でした。

「南小地域連携協議会（さがらっ子応援団）」

本校のこの組織は、本県教育委員会では、「熊本版コミュニティ・スクール」と
呼ばれているもので、第１回会議で、組織名を「南小地域連携協議会（通称：さが
らっ子応援団）」と決まりましたことは、前回号でお知らせしました。
今後は、２学期・３学期と各１回ずつ開催していく予定です。構成委員の方々を

紹介します。学校職員を入れて１０人で構成しています。
委員長：江嶋勝磨さん 副委員長：髙田大器さん（ＰＴＡ会長）
磯田昌臣さん・中村恵子さん・中村弘美さん・田上富代さん
中竹和代さん・松田晃二（校長）・草野英治（教頭）・椿原正和（教務主任）
（第１回協議内容）
（１）各家庭におられる祖父母の方々に視点を当て、学校の教育活動において、

活躍してもらう場面を作り、学校を応援してもらうのはどうだろうか。
「おじいちゃん、おばあちゃん限定フリー参観日」の設定



- 4 -

「昔遊び」を教えてもらう（１・２年生の生活科等）
（２）地域と協同の防災訓練も必要なことではないだろうか。

こうしたご意見を大切にして、学校で検討していきます。

歯を守ろう８０２０ 南小版「８０２０運動：受診１００％」

『本校は、歯等の要受診者の「受診率１００％」に取り組む学校です』

８０歳まで、自分の歯を２０本残そう

さあ、夏休みです。「要治療」と診断されたお子様は、必ず夏休み中に治療を開
始・終了していただきますようお願いします。昨年でだいぶ改善することができ、
最終的には、受診率９０％を超えることができました。この成果により、今年は、
昨年比要受診者数も半数になった学年がありました。この取組の成果は確実に出て
います。お子様の健康保持のため、受診をよろしくお願いします。

【７月までの受診結果】
むし歯なし＋治療済(人) 要受診者数(人) 要受診者の受診率(％)

１年 ８／１６人中 ８ １人／ ８人中（１２．５）

２年 ２９／４４人中 １５ ９人／１５人中（６０．０）

３年 １７／３２人中 １５ ２人／１５人中（１３．３）

４年 １６／３１人中 １５ ２人／１５人中（１３．３）

５年 ３２／４４人中 １２ ２人／１２人中（１６．７）

６年 ３１／３５人中 ４ １人／ ４人中（２５．０）

※全体受診率２４．６％

行事予定 ９月（１０月一部）の行事予定です。

９／１日(金)：始業式 ※３時間授業のため給食なし
４日(月)：委員会活動（５・６年生）、身体計測～８日
５日(火)：さがらっ子タイム～全校体育（8:20～縦割り班での大縄跳び）

チャレンジタイム
８日(金)：代表委員会（３年～６年）

１１日(月)：運動会全体練習開始
１２日(火)：さがらっ子タイム～委員会発表、チャレンジタイム
１９日(火)：全校体育（8:20～縦割り班での大縄跳び）
２５日(月)：３０日(土)登校分の振替休日
２６日(火)：さがらっ子タイム～校長講話
３０日(土)：登校日（弁当）、運動会準備

10／１日(日)：運動会
２日(月)：１日(日)登校分の振替休日
３日(火)：通常日課(お弁当の日) ※運動会順延措置のため給食なし
４日(水)：通常日課(給食)

○天候不良のため順延した場合○
１０月１日(日)：通常授業（弁当）

２日(月)：運動会
３日(火)：１日(日)登校分の振替休日
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４日(水)：通常日課（給食）


